
第
九
章
　
同
朋
運
動
　

そ
の
概
要

◎
第
九
章
の
構
成

本
願
寺
出
版
社
よ
り
刊
行
し
た
『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
第
九
章
で
は
、
戦
後
の
同

朋
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。一　

同
朋
会
の
成
立

二　

同
和
教
育
振
興
会

三　

差
別
事
件

四　

ハ
ン
セ
ン
病

◎
同
朋
会
の
成
立

戦
争
末
期
か
ら
敗
戦
直
後
、
１
９
２
４
（
大

正
13
）
年
に
設
立
さ
れ
、
融
和
運
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
一
如
会
は
活
動
で
き
る
よ
う
な
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
４
６
（
昭
和

21
）
年
に
な
る
と
、
一
如
会
を
発
展
的
に
解
消

し
て
新
た
な
運
動
の
展
開
を
め
ざ
そ
う
と
す
る

動
き
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
翌
々
年
２
月
の
第

百
五
回
定
期
宗
会
に
お
い
て
、
同
和
事
業
予
算

の
少
な
さ
を
指
摘
し
、
問
題
に
対
す
る
誠
意
を

問
う
声
が
あ
り
、
社
会
教
化
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
７
月

に
中
央
仏
教
学
院
で
差
別
事
件
が
発
生
し
、
こ

の
事
件
を
契
機
に
本
願
寺
は
同
和
運
動
体
制
の

早
急
な
確
立
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
10
月
に
社
会
事
業
協
会
が
発
足

し
、
同
和
事
業
を
所
掌
し
ま
し
た
。

本
願
寺
は
、
翌
年
１
月
に
全
国
同
和
事
業
協

議
会
を
開
催
し
、
小
委
員
会
で
決
定
し
た
答
申

を
社
会
事
業
協
議
会
へ
提
出
し
ま
し
た
。
答
申

で
は
、
①
同
朋
主
義
を
徹
底
し
て
人
類
平
和
の

障
害
を
廃
絶
す
る
、
②
同
朋
精
神
を
強
調
し
て

自
由
と
仁
恵
を
侵
害
す
る
社
会
事
象
を
払
拭
す

る
、
③
同
朋
意
識
を
顕
揚
し
て
文
化
社
会
の
建

設
を
推
進
す
る
と
い
う
３
点
を
綱
領
と
し
ま
し

た
。
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、
４
月
に
同
朋
会
が

設
立
さ
れ
、
戦
後
の
本
願
寺
の
同
和
運
動
が
本

格
的
に
始
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
同
和
教
育
振
興
会

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
４
月
、
同
朋
会
は

本
願
寺
に
お
い
て
全
国
門
信
徒
同
朋
大
会
を
開

催
し
、
勝
如
宗
主
は
「
同
朋
運
動
の
御
消
息
」

を
発
布
し
ま
し
た
。
こ
の
消
息
で
宗
主
は
、
宗

祖
の
同
朋
精
神
を
徹
底
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

反
省
し
、
同
朋
運
動
の
推
進
と
同
朋
教
団
の
確

立
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
１
９
６
０（
昭

和
35
）
年
に
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
案
が
、

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
10
回
）

14宗報 2026年 3月号



１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
が
公
布
さ
れ
、
同
和
問
題
が
国
民
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
朋
会
は
宗
祖
七
〇
〇
回
大
遠
忌

記
念
事
業
と
し
て
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る

建
議
案
を
第
百
三
十
五
回
定
期
宗
会
に
提
出

し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
建
設
に

あ
た
り
、
広
く
一
般
か
ら
資
金
を
募
る
た
め
財

団
法
人
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
「
運
営

の
主
体
性
を
確
保
す
る
」
必
要
性
か
ら
本
部
同

朋
会
が
事
業
資
金
と
準
備
金
を
寄
付
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
そ
の
後
設
立
準
備
委
員
会
が
設
け

ら
れ
、
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
２
月
、
財
団

法
人
同
和
教
育
振
興
会
が
正
式
に
発
足
し
ま
し

た
。そ

し
て
同
年
５
月
に
、
同
和
教
育
セ
ン
タ
ー

が
山
ノ
内
（
京
都
市
右
京
区
）
の
地
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
、
本
願
寺
に
同
朋

運
動
本
部
・
同
朋
部
が
設
置
さ
れ
、
１
９
７
５

（
昭
和
50
）
年
３
月
に
『
同
和
教
育
論
究
』
が

発
刊
さ
れ
、
現
在
ま
で
刊
行
が
続
い
て
い
ま

す
。
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
は
基
幹
運
動

本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
３
月
、
本
願
寺
同

朋
セ
ン
タ
ー
が
下
京
区
七
条
堀
川
上
ル
（
旧
同

和
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
）
の
地
に
竣
工
し
、
新

た
な
活
動
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
振
興
会
で
は
研
究
や
調
査
の
成
果
を

出
版
し
、
同
朋
運
動
推
進
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
か
ら
は
同
朋
運

動
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

◎
差
別
事
件

戦
後
の
本
願
寺
派
で
は
、
様
々
な
差
別
事
件

が
発
生
し
た
一
方
で
、
業
や
ハ
ン
セ
ン
病
に
関

す
る
発
言
に
つ
い
て
も
問
題
提
起
さ
れ
、
同
朋

運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

本
節
の
は
じ
め
に
取
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
表
面
化
し
た
業
と

差
別
の
問
題
で
す
。
宗
派
に
お
い
て
も
事
態
を

重
く
見
て
、
本
部
同
朋
会
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
は
教
団
内
部
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
部
落
問
題
研
究
所
・
龍
谷
大
学
な
ど
で
も

議
論
さ
れ
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
業
問
題
は
教
団
に
お
け
る
差
別
問

題
の
根
底
に
存
在
し
続
け
、
部
落
解
放
同
盟
よ

り
糾
弾
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
ハ
ン
セ
ン
病

本
願
寺
で
は
、
戦
前
期
に
は
仏
教
婦
人
会
を

中
心
に
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
対
す
る
慰
問
活

動
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
に
、
仏
教
婦
人
会

は
、
長
島
愛
生
園
（
岡
山
県
）
に
梵
鐘
「
恵
の

鐘
」を
寄
贈
し
、
１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に
は
、

兵
庫
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
が
邑お

久く

光
明
園
に

梵
鐘
「
法み
の
りの
鐘
」
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
布
教
使
に
よ
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
を

差
別
す
る
内
容
の
法
話
が
な
さ
れ
、
愛
生
園
真

宗
同
朋
会
員
よ
り
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
本

願
寺
で
は
委
員
会
を
設
置
し
、
対
応
に
あ
た
り

ま
し
た
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
３
月
、
基
幹
運
動

本
部
は
「
差
別
事
件
（
差
別
行
為
・
差
別
表
現
）

に
対
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
」
を
『
宗
報
』
に

発
表
し
、
対
応
方
法
・
対
応
機
関
・
対
応
の
終

結
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。
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